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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 24,673 5.8 917 △24.3 972 △23.6 623 △23.6

2021年３月期第３四半期 23,327 △13.1 1,212 △50.8 1,273 △48.7 816 △50.4

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 67.23 －

2021年３月期第３四半期 88.21 －

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 40,771 34,771 85.3

2021年３月期 41,557 34,936 84.1

(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 34,771百万円 2021年３月期 34,936百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 40.00 － 45.00 85.00

2022年３月期 － 40.00 －

2022年３月期(予想) 45.00 85.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2022年３月期の業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,000 4.3 2,600 10.7 2,650 9.8 1,800 11.1 194.50

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 10,903,240株 2021年３月期 10,903,240株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 1,623,889株 2021年３月期 1,644,149株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 9,273,516株 2021年３月期３Ｑ 9,252,772株

（注）期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、「株式給付信託(BBT)」に係る
信託財産として、株式会社日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が保有する当社株式(2022年３月期３Ｑ
186,700株、2021年３月期 206,900株、2021年３月期３Ｑ 206,900株)が含まれております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績
予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半
期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予想情報に関する説明」の記載事項をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により厳しい状況が続いており

ましたが、ワクチン接種の普及等もあり、経済活動の正常化が徐々に進み、今後の経済回復が期待される状況とな

りました。

このような状況にあって当社は、生産部門においては、前期より進めている生産設備の更新を計画的に実施して

おり、品質及び生産性の一層の向上を図ってまいりました。営業部門においては、新製品群のＰＲ活動を充実させ、

３ヶ月以内の短期間に完了する案件への受注活動の強化を図り、見積及び受注獲得の拡大に向けて取り組んでまい

りました。また、設計指定の獲得に向けて、本社技術者による営業支援にも引き続き注力しております。

当第３四半期累計期間の経営成績につきましては、これらの活動の結果、受注高が好調に推移し前年同四半期と

比較して12.0％の増加となりました。また、売上高としましては、官公庁向け、民間向けともにオフィス需要が回

復し、堅調に推移いたしました。品目別では、可動間仕切、トイレブース等が堅調に推移しております。

売上高全体としては、246億73百万円となり、前年同四半期と比較して5.8％の増加となりました。受注残高にお

きましても、前年同四半期比2.9％の増加となっております。

利益面につきましては、増収効果はあったものの、原材料費の上昇による影響を大きく受け、売上総利益率は

32.4％（前年同四半期比2.2ポイント悪化）となり、営業利益は９億17百万円（前年同四半期比24.3％減）、経常利

益は９億72百万円（前年同四半期比23.6％減）、四半期純利益は６億23百万円（前年同四半期比23.6％減）となり

ました。

当第３四半期累計期間の品目別売上高、受注高及び受注残高は次のとおりです。

品目別売上高、受注高及び受注残高

（単位：百万円）

当第３四半期累計期間

（自 2021年４月１日

至 2021年12月31日）

売上高 受注高 受注残高

品 目 金 額
前年同
四半期比
(％)

金 額
前年同
四半期比
(％)

金 額
前年同
四半期比
(％)

可 動 間 仕 切 9,385 117.0 10,590 132.3 3,596 119.0

固 定 間 仕 切 5,752 100.8 6,185 100.5 4,515 100.7

トイレブース 4,893 107.9 5,589 102.8 3,070 94.6

移 動 間 仕 切 3,290 83.3 3,982 109.2 3,680 104.9

ロ ー 間 仕 切 404 111.3 433 122.5 86 134.7

そ の 他 946 125.4 974 82.3 394 67.1

合 計 24,673 105.8 27,755 112.0 15,344 102.9

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期会計期間の末日における財政状態は、総資産は407億71百万円となり、前事業年度末と比較して７億

85百万円の減少となりました。

資産の部では、流動資産は262億65百万円となり、前事業年度末と比較して３億86百万円の減少となりました。こ

れは主に、現金及び預金７億89百万円、棚卸資産２億61百万円等の増加と、受取手形、売掛金及び契約資産13億９

百万円、電子記録債権３億５百万円等の減少によるものであります。固定資産は145億５百万円となり、前事業年度

末と比較して３億98百万円の減少となりました。これは主に、投資その他の資産に含まれる繰延税金資産２億２百

万円等の減少等によるものであります。

負債の部では、流動負債は39億78百万円となり、前事業年度末と比較して７億43百万円の減少となりました。こ

れは主に、賞与引当金５億70百万円、未払法人税等３億14百万円等の減少等によるものであります。固定負債は20

億22百万円となり、前事業年度末と比較して１億23百万円の増加となりました。これは主に、退職給付引当金96百

万円等の増加によるものであります。

純資産の部では、純資産の総額は347億71百万円となり、前事業年度末と比較して１億65百万円の減少となりまし

た。以上の結果、自己資本比率は85.3％となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期累計期間の業績につきましては、利益面において原材料費の上昇等の影響を受けているものの、当
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社は例年、第４四半期に最大の需要期を迎え、売上高及び利益が集中的に計上される傾向があることから、現時点

において、2022年３月期の通期の業績予想につきましては修正が不要であると判断しており、2021年４月30日公表

の業績予想から変更はありません。今後の業績動向を踏まえ、修正が必要と判断した場合には速やかに開示いたし

ます。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で当該財又はサ

ービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、従来は売上原価、

販売費及び一般管理費として計上していた一部の費用、及び営業外費用に計上していた売上割引について、第１四

半期会計期間より顧客に支払われる対価として、売上高から減額しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会計期

間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。 ただし、収益認識会計基

準第86項に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての

収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また書き

(1)に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更

を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期会計期間の期首の利益剰余金

に加減しております。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高が60百万円減少し、売上原価、販売費及び一般管理費が42百万円減少

し、営業利益が17百万円減少しておりますが、営業外費用が17百万円減少したことにより、経常利益及び税引前四

半期純利益に与える影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手

形及び売掛金」は、第１四半期会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示しております。なお、

収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法による組替えを

行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第

28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる利益を分解した情

報を記載しておりません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はあり

ません。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,116 14,905

受取手形及び売掛金 9,186 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 7,877

電子記録債権 2,493 2,188

棚卸資産 658 919

その他 197 374

流動資産合計 26,652 26,265

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 10,927 11,093

機械装置及び運搬具 7,235 7,277

土地 4,646 4,646

その他 1,151 1,277

減価償却累計額 △11,892 △12,318

有形固定資産合計 12,068 11,976

無形固定資産 498 466

投資その他の資産

その他 2,344 2,071

貸倒引当金 △7 △7

投資その他の資産合計 2,337 2,063

固定資産合計 14,904 14,505

資産合計 41,557 40,771

負債の部

流動負債

買掛金 1,821 1,808

未払法人税等 314 －

賞与引当金 1,071 500

その他 1,514 1,669

流動負債合計 4,721 3,978

固定負債

退職給付引当金 1,551 1,647

役員退職慰労引当金 86 86

役員株式給付引当金 143 153

その他 116 133

固定負債合計 1,898 2,022

負債合計 6,620 6,000
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(単位：百万円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,099 3,099

資本剰余金 3,035 3,035

利益剰余金 31,367 31,186

自己株式 △2,628 △2,595

株主資本合計 34,874 34,726

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 61 44

評価・換算差額等合計 61 44

純資産合計 34,936 34,771

負債純資産合計 41,557 40,771

- 5  -

小松ウオール工業(株)（7949）2022年3月期第3四半期決算短信(非連結)



（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

(単位：百万円)
前第３四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 23,327 24,673

売上原価 15,236 16,671

売上総利益 8,091 8,001

販売費及び一般管理費 6,879 7,084

営業利益 1,212 917

営業外収益

受取利息 2 0

受取配当金 8 11

受取保険金 39 12

受取家賃 17 19

その他 11 10

営業外収益合計 79 55

営業外費用

売上割引 18 －

営業外費用合計 18 －

経常利益 1,273 972

特別利益

固定資産売却益 0 2

特別利益合計 0 2

特別損失

固定資産除売却損 11 2

減損損失 11 －

特別損失合計 22 2

税引前四半期純利益 1,250 972

法人税、住民税及び事業税 213 139

法人税等調整額 220 209

法人税等合計 434 348

四半期純利益 816 623
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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